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タイトル 

XMのスプレッドは広い？ 他業者との比較を一覧で紹介！ 

 

## XMのスプレッドは口座タイプによって異なる 

XM(XMTrading)では、「スタンダード口座」「マイクロ口座」「XM Zero口座」の3種類の

取引口座が提供されています。 

 

はじめてXMを利用する場合、どの口座を選べばいいのか迷っているトレーダも多いと思い

ます。 

 

マイクロ口座とスタンダード口座のスプレッドは同じですから、スプレッドの視点から考え

ると「マイクロ口座」と「マイクロ口座とスタンダード口座」の2種類あると考えるとわか

りやすいでしょう。 

 

この2種類の口座について、スプレッドの観点から詳しく解説していきます。 

 

### Zero口座はスプレッドが狭い 

XMで3つある口座のうち、最もスプレッドが狭いのが「Zero口座」です。XMのZero口座

は、非常に狭いスプレッドが特徴です。 

 

ただ、Zero口座はスプレッドが狭い代わりに、取引ごとに手数料が発生します。1ロット当

たり片道5ドル、往復10ドルです。 

（※スタンダード口座・マイクロ口座は手数料がありません） 

 

Zero口座のメリットとデメリットを挙げてみましょう。 

 

Zero口座のメリットは、やはり「スプレッドが狭いこと」です。スプレッドの狭さは、Zer

o口座の最大の特徴です。 

 

たとえば米ドル円の場合、スタンダード口座の平均スプレッドは1.6pipsです。ところがZer

o口座を利用すると、平均スプレッドは0.1pipsとなります。 

 



Zero口座のデメリットは、取引ごとに往復10ドル（1pips）の取引手数料がかかることで

す。 

 

スタンダード口座とマイクロ口座は、取引手数料はかかりません。それでもスタンダード口

座やマイクロ口座よりは狭いスプレッドで取引できます。 

 

Zero口座で取引できる主な通貨ペアとスプレッド一覧は、次の通りです。手数料を含む場

合と含まない場合の違いに注意してください。 

 

通貨ペアスタンダード口座とマイクロ口座Zero口座(手数料を含まない) 

通貨ペア Zero口座(手数料を含まない) 

USD/JPY 0.1 pips 

EUR/JPY 0.4 pips 

EUR/USD 0.1 pips 

 

通貨ペアスタンダード口座とマイクロ口座Zero口座(手数料込み) 

通貨ペア Zero口座(手数料込み) 

USDJPY 1.1 pips 

EURJPY 1.6 pips 

EURUSD 1.1 pips 

 

なお、「10ドルの取引手数料」は1pipsに相当します。「実質スプレッド」にはこの1pipsの

外付け手数料を加味したスプレッドの広さを記載しています。 

 

したがって、Zero口座のドル円の平均スプレッドは「0.1pips+手数料1pips」で1.1pipsにな

ります。 

 

### スタンダード口座とマイクロ口座はスプレッドが同じ 

XMには3種類の口座がありますが、「スタンダード口座」「マイクロ口座」のスプレッド

は全く同じです。また、Zero口座にあった取引手数料は、この2つの口座にはありません。 

 

主な通貨ペアを表で比較するとわかりやすくなります。 



通貨ペア スタンダード口座とマイクロ口座 

USD/JPY 1.6 pips 

EUR/JPY 2.3 pips 

EUR/USD 1.7 pips 

 

スタンダード口座、マイクロ口座と、先ほどのZero口座（手数料込み）を比較してみま

す。 

通貨ペア スタンダード口座とマイクロ口座 Zero口座(手数料込み) 

USDJPY 1.6 pips 1.1 pips 

EURJPY 2.3 pips 1.6 pips 

EURUSD 1.7 pips 1.1 pips 

 

取引手数料を考慮しても、Zero口座のスプレッドは最も狭いことがわかります。 

 

なお、XMでは1ユーザー8つまでの口座を開設できます。もしどの口座を開くか迷ったら、

それぞれの口座をひとつずつ作ることをおすすめします。 

 

XMでマイクロ口座からスタンダード口座に変更できませんが、追加で口座を作ることが可

能です。 

 

### ポイントを活用する 

ここからは、XMのスプレッドを考える上で重要な「ロイヤリティプログラム」について解

説します。 

 

XMのロイヤリティプログラムをうまく利用することで、スタンダード口座とマイクロ口座

のスプレッドを大幅に狭くできるのです。 

 

ロイヤリティプログラムとは、取引量ごとにXMポイント（XMP）というポイントが貯まる

制度です（※Zero口座はロイヤルティプログラム対象外です）。 

 

貯まったXMPは、「XMP ÷ 3ドル」でボーナスに換金できます。そしてこのボーナスは、ス

プレッドを狭くするために利用できるのです。 

 



なんと最大で、0.67pipsも狭いスプレッドでトレードできてしまいます。 

 

Zero口座は対象外ですが、スタンダード口座とマイクロ口座はロイヤリティプログラムの

対象です。うまく利用することで実質的なスプレッドが狭くなるのです。 

 

#### ポイントを活用した場合の実質的なスプレッド 

では実際に、ロイヤルティプログラムを利用するとどれくらいスプレッドが狭くなるのか、

ご説明しましょう。 

 

ロイヤルティプログラムには、4つのステータス（ランク）があります。 

 

まず全員がExecutive  (エクゼクティブ)ランクからスタートします。そして取引期間に応じ

て最終的にElite  (エリート)へランクアップされます。各ランクによって、もらえるXMP量

が異なります。 

 

ロイヤルティプログラムの4段階に分けられたステータス（ランク）とXMP量を表にしてみ

ましょう。 

 

ステータスとXMP量（スプレッド圧縮）の目安 

EXCUTIVE（口座開設から～29日） XMP量 = スプレッド圧縮目安 約0.34pips 

GOLD（口座開設から30日以上） XMP量 =スプレッド圧縮目安 約0.43pips 

DIAMOND（口座開設から60日以上） XMP量 =スプレッド圧縮目安 約0.53pips 

ELITE（口座開設から100日以上） XMP量 =スプレッド圧縮目安 約0.67pips 

 

例えば、1lotあたり20XMPを獲得したとします。 

1. 20XMPは約6,7ドル相当なので、1lotあたり約6,7ドルのボーナス換金の権利が獲得で

きます。 

2. 6.7ドル/lotは0.67pipsに相当します。 

3. したがってボーナス換金を加味すると、約0.67pipsスプレッドが狭い状態で取引で

きるのです。 

 



ロイヤリティプログラムを加味して計算し直すと、XMのスタンダード口座・マイクロ口座

の主な通貨ペアの各スプレッドは次のようになります。 

 

スタンダード口座・マイクロ口座のスプレッド（ロイヤリティプログラムを加味） 

通貨ペア ロイヤリティプログラムを加味したスプレッド 

ドル円 1.33 〜 1.66pips 

ユーロ円 2.03 〜 2.36pips 

ポンド円 4.73 〜 5.06pips 

豪ドル円 4.13 〜 4.46pips 

ユーロドル 1.23 〜 1.56pips 

ポンドドル 1.93 〜 2.26pips 

豪ドル米ドル 1.83 〜 2.16pips 

 

## XMのリアルタイムスプレッドを確認する方法 

次に、気になるXMのスプレッドをリアルタイムで確認する方法をご説明します。 

 

XMのスタンダード口座とマイクロ口座のスプレッドをリアルタイムで確認する方法は2つ

あります。（1）XM公式ページと、（2）トレードソフト（MT4 / MT5）を利用する方法で

す。 

 

### スタンダード口座とマイクロ口座のスプレッド 

（1）XM公式ページで確認する手順は、次の通りです。 

https://www.xmtrading.com/jp/ 

少し下にスクロールすると、リアルタイムのスプレッド表が現れます。 

 

https://www.xmtrading.com/jp/


 
 

【ホームページで確認できる項目】シンボル・買値・売値・スプレッド 

スタンダード口座（15通貨ペア）：EURUSD・EURGBP・USDJPY・BTCUSD・EURJP

Y・NZDUSD・AUDUSD・GBPJPY・GOLD・SILVER・JP225・EU50・FRA40・GER3

0・UK100 

※スタンダード口座とマイクロ口座のスプレッドは全く同じです。 

 

（2）トレードソフト（MT4 / MT5）で確認する手順は、次の通りです。 

MT4/MT5へログイン後、気配値表示内で右クリックをし「スプレッド」をクリックしま

す。すると全ての通貨のスプレッドが右側に表示されます。 



 
 


